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設工認第３回申請書における数式、単位、数値の誤記載に係る計算結果への影響について 

令和５年４月 ６日 

原子力科学研究所 

臨界ホット試験技術部 

 

 設工認第３回申請書において数式、単位、数値の記載誤りがあった該当箇所について、計算のインプットを確認した。その結果、正しい数式、単位、数値を入力して計算しており、計算結果に影響を

及ぼすものでないことを確認した。 

 

【資料１の関連頁 p.10】 

 ケース① 地表火評価式中のパラメータ計算シート（途中式） 

  ①可燃物の有機物量：Wｎ[kg/m2] 

   Ｗｎ＝Ｗ0(1－Ｓｒ) 

     ＝0.33×(1－0.031)＝0.32 

   

  ②熱分解速度が最大となるときのβ: βop 

   βop＝0.20395・σ－0.8189 

     ＝0.20395×70.44－0.8189＝0.006 

 

  ③定数(Γ’に使用) 

   Ａ＝8.9033・σ－0.7913 

     ＝8.9033×70.44－0.7913＝0.307 

 

  ④最大熱分解速度定数：Γ'max 

    Γ'max ＝(0.0591＋2.926σ－1.5)－1 

        ＝(0.0591＋2.926×70.44－1.5)－1＝15.61 

 

  ⑤炎によって加熱される可燃物の割合：ε 

   ε＝exp(-4.528/σ) 

    ＝exp(-4.528/70.44)＝0.938 

   

  ⑥可燃物の加熱に消費される放出熱量の割合：ξ 

   ξ＝(192＋7.9095σ)－1・exp[(0.792＋3.7597√𝜎)(β＋0.1)] 

    ＝(192＋7.9095×70.44)－1・exp[(0.792＋3.7597√70.44)(0.013＋0.1)] 

    ＝0.051 
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【資料１の関連頁 p.11】 

 

          樹冠火評価式中のパラメータ 

 ⑦延焼速度と CFB 間の係数：ａc 

  ａc＝－ln(0.1)/0.9(RAC－Ｒ0) 

    ＝－ln(0.1)/0.9(50－12.56)＝0.07 
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【資料１の関連頁 p.12】 

                 

 火災の熱影響評価（想定火災源：常陸那珂港火力発電所軽油タンク） 

  

 ⑧輻射強度：Ｅ[W/m2] 

  Ｅ＝Ｒｆ×φ 

   ＝4.20×104×1.223×10-4＝5.14 

 

 ⑨外壁表面温度:Ｔ[℃] 

  T = To +
2×E√a×t

λ
× [

1

√𝜋
× exp (−

𝑥2

4×a×t
) −

𝑥

2×√a×t
× erfc (

𝑥

2×√a×t
)] 

    = 50 +
2×𝟓.𝟏𝟒√7.53×10−7×159091

1.74
× [

1

√𝜋
× exp (−

02

4×7.53×10−7×159091
) −

0

2×√7.53×10−7×159091
× erfc (

0

2×√7.53×10−7×159091
)] 

      ＝51.2 ＝52 

 

         

 

 

 

 

          （設工認申請書 p.添Ⅲ-2-2-(1)-25） 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑧ 

⑨ 

設工認申請書の添付書類「Ⅲ-2-2-(1) 外部火災防護に関する評価

書」では適切な単位で計算を実施していることを確認した。その他の

想定火災源においても同じ。 
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【資料１の関連頁 p.13】 

 

航空機落下による火災の熱影響評価（想定機種：B747-400） 

  

 ⑩輻射強度：Ｅ[W/m2] 

  Ｅ＝Ｒｆ×φ 

   ＝5.00×104×3.36×10-3＝1.68×102 

 

 ⑪外壁表面温度:Ｔ[℃] 

  T = To +
2×E√a×t

λ
× [

1

√𝜋
× exp (−

𝑥2

4×a×t
) −

𝑥

2×√a×t
× erfc (

𝑥

2×√a×t
)] 

    = 50 +
2×𝟏.𝟔𝟖×𝟏𝟎𝟐×√7.53×10−7×6748.8

1.74
× [

1

√𝜋
× exp (−

02

4×7.53×10−7×6748.8
) −

0

2×√7.53×10−7×6748.8
× erfc (

0

2×√7.53×10−7×6748.8
)] 

      ＝57.8＝58  

 

 

 

 

 

 

 

   （設工認申請書 p.添Ⅲ-2-2-(1)-30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

⑩ 

⑪ 

設工認申請書の添付書類「Ⅲ-2-2-(1) 外部火災防護に関する評価

書」では適切な単位で計算を実施していることを確認した。その他の

想定機種においても同じ。 



5 

【資料１の関連頁 p.14】 

 

 設計飛来物の衝突による施設の影響評価（飛来物：ボンベ台車） 

  

 ⑫貫通限界厚さ：tp[in] 

   





































2

3.02.2
D

x

D

x
Dt

c

c

c

c
pp




 

    ＝1 × 13.8 {2.2 (
0.717

1×13.8
) − 0.3 (

0.717

1×13.8
)

2

} 

      =1.57 [in] =3.98 [cm] ≒4 [cm] 

 

 

 

    （設工認申請書 p.添Ⅲ-2-2-(2)-29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設工認申請書の添付書類「Ⅲ-2-2-(2) 竜巻防護に

関する評価書」では適切な単位で計算を実施してい

ることを確認した。 

⑫ 
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【資料１の関連頁 p.15】 

 

１次元輸送計算コード ANISN のインプット（着目計算点：P７’） 

 

 

 

 

 

 

 

１次元輸送計算コード ANISN のインプットにおいて、遮蔽まで

の距離（空気：705cm）、遮蔽厚さ（普通コンクリート：145cm）

が正しく入力されていることを確認した。 

物質インデックス 

0：空気 

6：普通コンクリート 

 


